
　 地衣類は、 菌類と 藻類で構成さ れた共生体である 。 適当な光と

湿度を 好み、 安定し た環境条件のも と では多様な種が生育し てい

る が、 わずかな環境の違いが生育に影響する ほど環境変化に敏感

な種も あり 、 地衣類種の多様性は安定し た環境の指標である と い

う 見方も でき る 。 地衣類の繁殖は、 胞子のほか、 粉芽、 裂芽や地

衣体断片と いっ た無性的な散布体によ っ ても 行なわれる 。 こ れら

散布体が母体から 離れ、 生育可能な条件の樹皮や岩上などに到達

し たも のが若い地衣体を 形成する 。 地衣類が生育でき る 着生基物

は種によ っ て決まっ ている こ と が多く 、 樹木や岩石などの種類や

状態に対し て強い特異性を 示すも のがある 。 こ のため、 絶滅が危

惧さ れている地衣類の多く は、 そのよ う な特異性が強く 、 わずか

な環境条件の変化でも 生育でき なく なる種であるこ と が多い。 し

たがっ て、 自然林の伐採や護岸工事などの土地開発・ 改良に加え、

土砂崩れなどの自然災害も 種の絶滅の要因と なり 得る 。 また、 地

衣類には藻類が共生し ている ため、 その生育には光条件と 湿度の

バラ ン スが重要である。 県内の植生と 地衣類と の関係を みる と 、

低地域の社寺林ではスダジイ を優占種と し た森林がよ く 保全さ れ

ている 。 山間部では、 森林構成種と し てウラ ジロガシやアカ ガシ

等常緑広葉樹林が優占種と なるこ と が多いが、 地衣類の生育する

条件と し ては、 やや光量不足で大型の地衣類相は貧弱である 。 そ

の中でも 出雲市に位置する 鰐淵寺の社寺林は、 適当な光と 側を 流

れる小河川から 供給さ れる 水蒸気によ っ て湿度が絶えず保たれて

いる。 そのため地衣類相の豊富な森林と なっ ている 。 その他、 ア

カ マツ やク ロ マツ を 主と し た出雲大社の社寺林では直径5 0 cmを

超える 古木が多く 、 地衣類や蘚苔類も 豊富である。 し かし 、 こ の

よ う な里地の森林は、 開発や大気汚染など の影響を 受けやすく 、

森林環境の変化にと も なっ て地衣類相も 変化し つつある。 また、

地衣類が好む森林環境と し てブナ林がある が、 県内では飯南町や

中国山地沿いに残存し ている 程度で小規模である のは残念であ

る 。 県内で地衣類相の最も 豊富な地域と し て隠岐諸島がある。 本

県での貴重な種のほと んどは大満寺山、 鷲が峰など海抜3 0 0 mを

超える 山中に生育するク ロ ベ、 ヒ メ コ マツ 、 イ タ ヤカ エデデ、 カ

ツ ラ などの樹皮に着生し ている。 その他、 五箇村の岳山、 西ノ 島

町の焼火山神社の暖温帯常緑広業樹林などは地衣類の豊富な環境

であり 、 今後も 保全すべき 森林である 。

　 島根県において は、 地衣類相について 現在ま で十分に調査さ

れて いな いが、 比較的ま と ま っ た 報告と し て、 K a sh iw a da n i

（ 1 9 8 5 ） が隠岐諸島の地衣類1 4 1 種を 報告し ている 。 こ の中で、

コ ウヤハナゴ ケCla d on ia  k o y a e n s is が日本で 和歌山県高野山

に次ぐ 第2 番目の産地と し て報告さ れ、 また、 国内では分布の南

限と な る カ ラ フ ト カ ブ ト ゴ ケLo b a r ia  sa c h a lin e n s is 、 日本産

と し て初めての報告と なるP h a eo p h y sc ia  sc ia s tra や稀産種に

属する ナガサキト リ ハダゴケP e rtu sa r ia  n a g a sa k e n s is も 報告

さ れている 。 こ のほか県内の地衣類を 取り 上げた報告と し ては、

1 9 0 0 年代初頭のW a in io（ 1 9 1 8 ） などや、 日本産地衣類のモノ

グラ フ の研究において検討さ れた島根県産の標本と し て、 モジ

ゴ ケ科1 1 種（ N a k a n ish i 1 9 6 6 ）、 ト リ ハダゴ ケ科6 種（ Osh io  

1 9 6 8 ）、 ムカ デゴケ科6 種（ K a sh iw a da n i 1 9 7 5 、1 9 7 7 a 、 b）、

ヘリ ト リ ゴ ケ科3 種（ Inoue  1 9 8 1 、 1 9 8 2 、 2 0 0 0 ）、 チャ シブ

ゴ ケ科1 種（ M iy a w a k i 1 9 8 8 ）、 アナイ ボゴ ケ科1 種（ H a ra d a  

1 9 9 3 ）、 チ ブ サゴ ケ 科3 種（ Ma tsumo to  2 0 0 0 ）、 サルオ ガ セ

属3 種（ Ohmu ra  2 0 0 1 ） など がある 。 近年では、 カ ラ タ チゴケ

属Ra m a lin a の3 種がK a sh iw a d a n i e t a l.（ 2 0 2 3 、2 0 2 5 ） によっ

て報告さ れている。 こ れら の論文でリ スト さ れた種は今後、 島根

県の地衣類相の研究を 行う 上で貴重な資料と なる であろ う 。

　 文献によ る 報告種1 6 0 種と 、 2 0 0 1 年から 2 0 0 3 年にかけて中

西稔と 畑山経弘が島根県内で調査し た結果、 中西稔が標本と し て

保存し ていたも の、 さ ら にこ のたびのレ ッ ド データ ブッ ク 改訂に

際し て 竹下俊治、 柏谷博之、 文光喜が行っ た現地調査によ っ て

新たに確認さ れたハク テ ン ヒ メ キウメ ノ キゴ ケFla v o p u n c te lia  

fl a v e n tio r を 加え、 県内において 確認さ れた地衣類は6 7 属1 9 3

種と なっ た。 なお近年、 DN Aの塩基配列に基づく 分子系統学的

な解析によ り 、 多く の生物の分類体系が見直さ れている 。 地衣類

を 含む菌類も 例外ではなく 、 今後詳細な研究が進むこ と で、 地衣

類相が修正さ れる可能性がある こ と を 付記し ておき たい。

　 今回の島根県のレ ッ ド データ ブ ッ ク 改訂に当たり 、 地衣類の

絶滅危惧種の選定を 行っ た。 環境省の絶滅危惧種に指定さ れて

いる コ ウヤハナゴ ケの他に原生林な ど 自然度の高森林の樹木の

樹皮に着生し 、 大気汚染特に酸性雨等に弱いヨ コ ワサルオガセ

U sn e a  d i ra c taff や、 こ れまでの調査研究では国内に広く 分布す

る と さ れていたも のの、 近年特に森林の荒廃や伐採が目立つア

カ マツ やク ロ マ ツ に着生し 、 個体数を 極端に減少さ せて いる ト

ゲサルオガセU sne a  a c ic u life ra と コ フ ク レ サルオガセU sn e a  

b ism o lliu sc u la 、 自然度の高い森林内で し か生育で き な い地衣

類で、 県内では隠岐（ 島後） にのみ分布し ている テ リ ハヨ ロ イ

ゴ ケStic ta  n y la n d e r ia n a 、 ア ツ バヨ ロ イ ゴ ケStic ta  w r ig h tii 、

国内で も き わめてま れで限ら れた地点にし か生育し ていないト

ゲ カ ラ タ チ ゴ ケRa m a lin a  tu m e sc e n s 、 ハイ イ ロ カ ラ タ チ ゴ

ケRa m a lin a  c in e re o v ire n s 、 フ ク レ カ ラ タ チ ゴ ケRa m a lin a  

in te s tin ifo rm is を 絶滅危惧種に 選定し た。 ま た、 比較的自然

度 の 高 い 地 域 で 見 ら れ る キ ン ブ チ ゴ ケP se u d o c y p h e lla r ia  

a u ra ta は全国的にも 減少傾向にあり 、 準絶滅危惧種と し た。 こ

の他注目すべき 種と し て、 太平洋側に は豊富で あ る が、 日本

海側で は極端に 少な いト ゲシ バリ Cla d ia  a g g re g a ta 、 ド テ ハ

ナ ゴ ケCla d o n ia  c a e sp itic ia 、 オ リ ー ブ ト リ ハダ ゴ ケ モ ド キ

P e rtu sa r ia  o b so re sc e n s な ど がある 。 こ れら 地衣類種の生育

状況については今後注視し ていく 必要があろ う 。

　 各 種 解 説 の 学 名 は 原 則 と し てOhmu ra  &  K a sh iw a d a n i

（ 2 0 1 8 ） に、高次分類群名については大村ほか（ 2 0 2 5 ） によ っ た。

（ 中西　 稔・ 竹下俊治）
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地衣類掲載種一覧 計1 1 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
• コ ウヤハナゴケ ○ハク テン ヒ メ キウメ ノ キゴケ ○ハイ イ ロ カ ラ タ チゴケ

○フ ク レ カ ラ タ チゴケ ○ト ゲカ ラ タ チゴケ • ト ゲサルオガセ

• ヨ コ ワサルオガセ • テリ ハヨ ロ イ ゴケ • アツ バヨ ロイ ゴケ 計9 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
• コ フ ク レ サルオガセ 計1 種

準絶滅危惧（ N T ）
○キン ブチゴケ 計1 種

【 記号説明】

• ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 6 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 5 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 大村嘉人・ 宮澤研人・ 田留健介・ 竹下俊治・ 宮脇博巳・ 吉田考造・ 柏谷博之（ 2 0 2 5 ）

　 日本産地衣類の高次分類群について（ ２ ） 地衣類およ び関連菌類の分類体系. ラ イ ケン, 2 3 (3 ): 3 7 -4 8 .
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選定理由

　 県内では隠岐（ 島後） で確認さ れているのみであり 、 生育箇所が限ら

れている。

概　 　 要

　 基本葉体は密生し 、 ま れに粉芽を つける。 子柄は短く 、 長さ 1 ー5  

mm。 皮層はなく 軟骨質、 ウスニン 酸、 パルバチン 酸を 含む。 和歌山県

高野山と 隠岐（ 島後） のみで確認さ れている日本固有の稀産種である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 本種は日当たり の良いスギの巨木の根元付近に生育する 樹枝状地衣で

ある。 本県では神社や寺社の境内にスギの巨木が見ら れる が、 いずれも

陰地である場合が多く 、本種の生育に適し た環境は少ないと 推測さ れる。

存続を脅かす原因

　 本種が生育し ている場所は参拝者や観光客が多く 、 境内の過度な維持

管理作業による生育環境の変化が本種の存続を脅かす要因と なり 得る。

特記事項

　 2 0 2 3 年度の調査で本種は確認さ れなかっ たが、 隠岐の他地域で本種

の存続が期待さ れるこ と から 、 詳細な調査が望まれる。

（ 執筆者： 中西　 稔・ 竹下　 俊治）
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島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

コ ウヤハナゴケ
チャ シブゴケ目・ ハナゴケ科

Clad o n ia  ko yaen sis  Asah in a

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 本種は国内における稀産種であり 、 里山環境に生育するこ と から 人為

的な影響を受けやすく 、 絶滅が懸念さ れる。

概　 　 要

　 地衣体は葉状で、 丸みを帯びた裂片をも つ、 やや小型の地衣類。 背面

は黄色がかっ た灰緑色で、 粉芽と 偽盃点をも つ。 おも な地衣成分と し て

レ カ ノ ール酸と ウスニン酸をも つ。 樹幹や岩上に着生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島前） の山において山頂付近の北斜面にある岩上で確認さ れた。

本県以外では低地から 低山の樹幹に着生するこ と が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 開発等による生育地の破壊、 生育環境の変化が考えら れる。

特記事項

　 本種は2 0 2 3 年度の調査において隠岐（ 島前） で確認さ れた。 国内で

はこ れまで北海道および長野県において報告さ れているのみである。

（ 執筆者： 竹下　 俊治）
●参考文献

M o o n , K . H ., Oh m u ra ,Y ., K a sh iw a d a n i, H .a n d  Y o sh id a , K . (2 0 1 3 ) M a te r ia ls  fo r  th e  D is tr ib u tio n  o f L ic h e n s  in  J a p a n  (2 0 ) F la v o p u n c te lia  f la v e n tio r  a n d  F . 
so re d ic a . The  J a pa nese  J ou rna l o f Bo ta ny , 8 8 (4 ): 2 5 8 -2 6 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 竹下俊治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ハク テンヒ メ キウメ ノ キゴケ
チャ シブゴケ目・ ウメ ノ キゴケ科

Flavo p u n cte l ia  f laven tio r ( Stirt.)  H ale

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種は海岸の岩壁に生育するが、 本県においては隠岐（ 島前および島

後） の限ら れた地点でのみ確認さ れている。 いずれの生育地も 歩道や車

道に近いこ と から 、 人為的な影響を受けやすく 、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 地衣体は樹枝状で枝は不規則に分枝する。 枝は裏面に穿孔が散在し 中

空、 分枝部はやや偏圧さ れ、 先端が尖る。 枝の表面は淡い灰緑色、 滑ら

かで粉芽や裂芽を も たない。 直径3 ー4 cmのコ ロニーを 形成する。 地衣

成分はジバリ カ ート 酸かセッ カ 酸、サラ チン酸（ ±）、ウスニン酸である。

本県ではセッ カ 酸を含む化学変異種のみが見つかっ ている。 本種の形態

はト ゲカ ラ タ チゴケに似るが、 後者は枝に先細り の小枝を多数生じ るこ

と や地衣成分の違いで本種と 区別でき る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島前およ び島後） の限ら れた地点における海岸の岩や低木の枝

に着生する。

存続を脅かす原因

　 海岸の岩壁の崩壊や、 護岸工事などによる自然海岸の消失に伴う 生育

地の破壊、 過度な海水の暴露により 生育が脅かさ れる。

特記事項

　 本種はK a sh iw a d a n i e t a l. (2 0 2 1 ) により 韓国で記載さ れ、 こ れま

で 韓国以外で 生育の報告はな かっ たが， 2 0 2 0 年およ び2 0 2 3 年の調

査によ り 隠岐（ 島前およ び島後） で確認さ れた（ K a sh iw a da n i e t a l. 

2 0 2 5 ）。 2 0 2 0 年に生育が確認さ れた地点の一部は、 斜面の崩壊によ り

2 0 2 3 年の調査では生育が確認でき なかっ た。 現在のと こ ろ 本県が国内

での唯一の生育地である。

（ 執筆者： 竹下　 俊治・ 柏谷　 博之）
●参考文献

K a sh iw a d a n i H ., Moon  K .H . a nd  H a n  J . E . (2 0 2 1 ) Ra m a lin a  c in e re o v ire n s  a nd  R . s u b d e c u m b e n s  (Ra ma lin a cea e , Ascomy co tin a ), tw o  new  spec ie s from  K o rea . 
The  J ou rna l o f J a p a nese  Bo ta ny , 9 6 (2 ): 7 4 -8 3 .
K a sh iw a d a n i, H ., Mo on , K . H ., H a n , H . E . a n d  Ta k e sh ita , S . (2 0 2 5 ) M a te r ia ls  fo r  th e  D is tr ib u tion  o f L ic h en s  in  J a p a n  (2 6 ) Ra m a lin a  c in e r e o v ir e n s  a nd  R . 
in te s tin ifo rm is  (Ra ma lin a cea e , My comy co ta ). The  J ou rna l o f J a p a nese  Bo ta ny , 1 0 0 (1 ): 7 8 -8 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 竹下俊治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ハイ イ ロカ ラ タ チゴケ
チャ シブゴケ目・ カ ラ タ チゴケ科

Ram a lin a  cin e reo viren s Kash iw ., K.H .M oon  &  J.E.H an

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 現在、 県内で本種の生育が確認さ れているのは、 隠岐（ 島後） の内陸

部の山頂付近のわずかなコ ロニーのみである。

概　 　 要

　 本種の地衣体は樹枝状で、 枝は不規則に膨ら み、 穿孔があり 中空、 先

端は尖る。 直径3 ー5 cmのコ ロ ニーを 形成する。 地衣体表面は灰緑色、

滑ら かで粉芽や裂芽をも たない。 髄層の菌糸は連続する 。 地衣成分はウ

スニン酸、 ジバリ カ ート 酸、 サラ チン酸（ ±） である。 本種の形態は亜

高山～高山に分布するタ カ ネカ ラ タ チゴケに酷似するが、 本種の髄層の

菌糸は連続し て皮層の内側に密着するのに対し 、 後者は不連続の塊と な

り 皮層の内側はほと んど裸出する こ と で区別でき る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 2 0 2 3 年の調査では、 隠岐（ 島後） の内陸部の山頂付近の岩上にわず

かに生育する個体を 確認し た。 過去に隠岐（ 島前） の海岸近く の山の岩

上から 採取さ れ、 タ カ ネカ ラ タ チゴケと 同定さ れたも のも 本種であると

みなさ れている（ K a sh iw a da n i e t a l. 2 0 2 5 ）。

存続を脅かす原因

　 現在確認さ れている 生育地は山頂付近の切り 立っ た岩壁のみであり 、

コ ロニー数も わずかであるこ と から 、 極端な荒天によるコ ロニーの脱落

や、 岩の崩落によ る生育地の破壊が懸念さ れる。

特記事項

　 本種はMoon  e t a l. (2 0 1 6 ) によ り 韓国で 記載さ れ、 国内で は、 現

在ま で に対馬(K a sh iw a da n i e t a l. 2 0 1 9 )と 隠岐（ 島前およ び島後）

（ K a sh iw a da n i e t a l. 2 0 2 5 ） での報告のみである。 本種の多く は海岸

の岩上に生育する が、 隠岐（ 島後） では内陸部の山頂付近で確認さ れて

おり 、 生物地理学的に興味深い。

（ 執筆者： 竹下　 俊治・ 柏谷　 博之）

●参考文献

K a sh iw a d a n i, H ., M o o n , K .H .,  H a n , J .E . a n d  Ta k e sh ita , S . (2 0 1 9 ) M a te r ia ls  fo r  th e  d is tr ib u tio n  o f lic h e n s  in  J a p a n  (2 3 ) R a m a lin a  in te s tin ifo rm is  a n d  R . 
sp h a e ro p h o ra  (Ra ma lin a cea e , Ascomy co tin a ). The  J ou rna l o f J a p a nese  Bo ta ny , 9 4 (6 ): 3 6 2 -3 6 5 .
K a sh iw a d a n i, H ., Mo on , K . H ., H a n , H . E . a n d  Ta k e sh ita , S . (2 0 2 5 ) M a te r ia ls  fo r  th e  D is tr ib u tion  o f L ic h en s  in  J a p a n  (2 6 ) Ra m a lin a  c in e r e o v ir e n s  a nd  R . 
in te s tin ifo rm is  (Ra ma lin a cea e , My comy co ta ). The  J ou rna l o f J a p a nese  Bo ta ny , 1 0 0 (1 ): 7 8 -8 1 .
Moon , K .H ., A hn , C ., H a n , J .E . a nd  K a sh iw a da n i, H . (2 0 1 6 ) Tw o  new  spec ie s  o f Ra m a lin a  (Ra ma lin a cea e , A scomy co ta ) from  K o rea . The  J ou rna l o f J a p a nese  
Bo ta ny , 9 1  Supp lemen t: 3 7 6 -3 8 7 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

フ ク レカ ラ タ チゴケ
チャ シブゴケ目・ カ ラ タ チゴケ科

Ram a lin a  in testin ifo rm is Kash iw . &  K.H .M oon

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種は海岸の岩上に生育する。 県内においては、 隠岐（ 島後） の限ら

れた地点でのみ生育が確認さ れている。 いずれの生育地も 歩道や車道に

近いこ と から 、 整備工事などの影響を受けやすく 、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 地衣体は樹枝状で、 基部から 多く の枝が出る。 枝は不規則に膨ら み、

先端は尖る。 枝の表面は灰緑色、 滑ら かで、 小さ な穿孔が散在し 、 長さ

5 ー1 5 mmの円柱状で先端の尖っ た小枝を 多数生じ る。 髄層の菌糸は連

続する。 地衣成分はウスニン 酸、 エベルン 酸、 オブ ツ ザート 酸である 。

本種の形態はハイ イ ロカ ラ タ チゴケに似るが， 本種は枝に先細り の小枝

を多数生じ るこ と や地衣成分の違いで区別でき る 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 海岸の岩壁に生育する。 県内では、隠岐（ 島後）のみで確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 海岸の岩壁の崩壊や、 護岸工事などによる自然海岸の消失に伴う 生育

地の破壊、 過度な海水の暴露により 生育が脅かさ れる。

特記事項

　 本種はK a sh iw a da n i e t a l. (2 0 2 3 ) によ り 記載さ れ、 隠岐（ 島後）

がタ イ プ産地である 。 国内では、 伊豆の石廊崎から も 採取さ れている。

（ 執筆者： 竹下　 俊治・ 柏谷　 博之）

●参考文献

K a sh iw a d a n i H ., Moon  K .H ., H a n  J .E . a nd  Ta k esh ita  S. (2 0 2 3 ) Th ree  new  Ra m a lin a  sp ec ie s (Ra ma lin a cea e ) from  J a pa n  a nd  K o rea . The  J ou rn a l o f J a p a nese  
Bo ta ny , 9 8 (6 ): 3 0 4 -3 1 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 竹下俊治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ト ゲカ ラ タ チゴケ
チャ シブゴケ目・ カ ラ タ チゴケ科

Ram a lin a  tu m escen s Kash iw ., K.H .M oon  &  J.E.H an

ー ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 本種は比較的低山域に生育する アカ マツやク ロマツ の樹幹に着生する

が、 最近の本県における調査では確認さ れていない。 本種は国内各地で

も その存在を 確認するこ と が困難になっ てき ており 、 絶滅が危惧さ れて

いる。

概　 　 要

　 本種は糸状の樹枝状地衣で、 長さ 2 0 cmに達し 樹幹よ り 垂れ下がる。

地衣体は淡黄緑色で、 ほぼ二叉分岐をする。 ソ ラ リ アはない。 地衣体の

基部は連続するか不規則な割れ目をも つ。 国内では東北地方以南に分布

し 、 国外では台湾、 中国、 ネパールにも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 比較的低山域のアカ マツ やク ロ マツ の樹幹に着生する が、 県内では、

県東部および中部の二カ 所から の報告があるのみであり 、 近年の調査で

は確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 大気汚染や気候変動の影響によるアカ マツ林やク ロマツ 林の荒廃、 伐

採などで生育環境が失われるこ と が危惧さ れる。

特記事項

　 2 0 2 3 年度およ び2 0 2 4 年度の調査においても 本種は確認さ れなかっ

た。 し かし 、 県内には比較的良好なアカ マツ林やク ロマツ林が維持さ れ

ている地域も 散見さ れるこ と から 、 詳細に調査するこ と で生育の可能性

があると 推察さ れる。 詳細な調査が望まれる。

（ 執筆者： 中西　 稔・ 竹下　 俊治）
●参考文献

Ohmura , Y . (2 0 0 1 ) Ta x onom ic  stud y  o f th e  g enus U sn e a  (lic hen ized  Ascomy ce te s) in  J a p a n  a nd  Ta iw a n . The  J ou rna l o f th e  H a tto r i Bo ta n ic a l La bo ra to ry , 
9 0 :1 -9 6 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ト ゲサルオガセ
チャ シブゴケ目・ ウメ ノ キゴケ科

Usn ea  a cicu l if e ra  Ve in .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 県内では1 9 5 9 年に採集さ れた標本から 隠岐（ 島後） での生育が確認

さ れているが、 生育環境の悪化による絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 本種は樹幹から 垂れ下がっ て生育する糸状の樹枝状地衣で、 大型のも

のでは長さ 7 0 cmに達する も のも ある。 地衣体表面に多数の輪状の裂溝

を生じ て区画さ れるこ と で、 他のサルオガセ属地衣類と 区別でき る。 一

般に中国地方ではブナ帯域に生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 本種は海風の強い島嶼部には生育し ないと さ れているが、 本県では隠

岐（ 島後） の標高3 4 0 mの地点で採集さ れており 、 島嶼部である こ と に

加え、 比較的低い地域での生育は、 植物地理学上貴重である。 本種は国

内では北海道から 九州までの自然度の高い主と し て冷温帯～亜寒帯の森

林から 報告さ れている。 国外ではロシア、台湾、中国から の報告も ある。

存続を脅かす原因

　 大気汚染や樹木の伐採などによる環境の変化や自然林の荒廃の影響が

考えら れる。

特記事項

　 2 0 0 2 年度およ び2 0 2 3 年度・ 2 0 2 4 年度の調査では本種の生育を 確

認でき なかっ た。 し かし 隠岐の島町内の山体では比較的良好な森林環境

が維持さ れており 、 本種の生育が十分に期待でき る。 また、 中国山地沿

いのブナ林等でも 生育が確認さ れる可能性がある。 今後の詳細な調査が

望まれる。

（ 執筆者： 中西　 稔・ 竹下　 俊治）

●参考文献

Ohmura , Y . (2 0 0 1 ) Ta x onom ic  stud y  o f th e  g enus U sn e a  (lic hen ized  Ascomy ce te s) in  J a p a n  a nd  Ta iw a n . The  J ou rna l o f th e  H a tto r i Bo ta n ic a l La bo ra to ry , 9 0 : 
1 -9 5 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ヨ コ ワサルオガセ
チャ シブゴケ目・ ウメ ノ キゴケ科

Usn ea  d i f f ra cta  Va in .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 かつては各地のブナの樹幹に着生し ていたが、 近年の自然林の急速な

荒廃により 個体数が減少し 、 本種の生育を確認するこ と が困難になっ て

いる。本県でも 例外ではない。生育環境の悪化による絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 地衣体は葉状で着生基物に密着する。地衣体の各裂片は4 ー1 2 mmで、

類似種のアツ バヨ ロイ ゴケより 薄い。 背面は淡黄緑色～灰緑色、 滑ら か

で 光沢を も つ。 腹面は暗褐色～淡褐色で、 直径0 .3 ー1 mmの盃点を 散

在する。 子器は円形、 子器盤は茶褐色である。 各地のブナ等落葉広葉樹

やオオシラ ビ ソ など針葉樹の樹幹に着生する。 中国やアフ リ カ にも 分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） から 報告さ れているのみである。 中国山地沿いのブナ林

等で生育が確認さ れる可能性があるが、 自然林の荒廃等で絶滅が危惧さ

れる。

存続を脅かす原因

　 自然林、 特にブナ林の伐採や荒廃などによる自然破壊が本種の存続に

及ぼす影響は大き い。

特記事項

　 2 0 2 3 年度の調査では本種の生育を確認でき なかっ た。 し かし 大満寺

山をはじ めと し た隠岐の島町内の山体は比較的良好な森林環境が維持さ

れており 、 本種の生育が十分に期待でき るこ と から 、 詳細な調査が望ま

れる。

（ 執筆者： 中西　 稔・ 竹下　 俊治）
●参考文献

K a sh iw a d a n i, H . (1 9 8 5 ) L ic hens  o f Dog o  Is la nd , th e  Ok i Is la nd s. M emo irs o f th e  N a tion a l Sc ie nce  Museu m , 1 8 : 9 5 -1 0 6 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

テリ ハヨ ロイ ゴケ
ツメ ゴケ目・ カ ブト ゴケ科

Sticta  n y la n d eria n a  Zah lb r

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 県内では隠岐（ 島後） から のみ報告さ れている稀産種である。 近年の

自然林の荒廃による生育環境の悪化が懸念さ れる。

概　 　 要

　 地衣体の形態はテリ ハヨ ロイ ゴケに類似するが、 地衣体がテリ ハヨ ロ

イ ゴケより やや厚く 、 背面に光沢がないこ と で区別でき る。 腹面は暗褐

色～淡褐色で、 盃点を 散在する。 子器は円形、 子器盤は茶褐色である 。

本種は北海道、 本州、 四国に分布する ほか、 ロシア、 ヨ ーロッ パ、 台湾、

中国にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では隠岐（ 島後） でのみ確認さ れているが、 テリ ハヨ ロイ ゴケ同

様、 中国山地のブナ林での生育が確認さ れる可能性がある 。

存続を脅かす原因

　 自然林、 特にブナ林の伐採や荒廃などによる自然破壊が本種の存続に

及ぼす影響は大き い。

特記事項

　 2 0 2 3 年度の調査では本種の生育を確認でき なかっ た。 し かし 大満寺

山をはじ めと し た隠岐の島町内の山体は比較的良好な森林環境が維持さ

れており 、 本種の生育が十分に期待でき るこ と から 、 詳細な調査が望ま

れる。

（ 執筆者： 中西　 稔・ 竹下　 俊治）
●参考文献

K a sh iw a d a n i, H . (1 9 8 5 ) L ic hens  o f Dog o  Is la nd , th e  Ok i Is la nd s. M emo irs o f th e  N a tion a l Sc ie nce  Museu m , 1 8 : 9 5 -1 0 6 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

アツバヨ ロイ ゴケ
ツメ ゴケ目・ カ ブト ゴケ科

Sticta  w rig h tii  Tu ck.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内で本種が確認さ れているのは二カ 所のみである 。 アカ マツ林やク

ロマツ林の荒廃による生育環境の悪化により 、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 本種は長さ 約1 5 cmの糸状の樹枝状地衣で、 スギやアカ マツ、 ク ロ マ

ツの樹幹より 垂れ下がる。 地衣体主軸に小さ な穴があり 、 ソ ラ リ アは点

状で、 その基部はく びれる。 近縁種のト ゲサルオガセと は主軸の小さ な

穴と ソ ラ リ アを持つこ と で区別でき る。 本種は国内では東北地方以南の

標高1 5 0 ～1 ,0 0 0 mに分布する 。 国外では台湾、 中国、 イ ン ド 、 オース

ト ラ リ アに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 ク ロマツやスギの樹幹に着生し ているが、 稀産である。

存続を脅かす原因

　 大気汚染や気候変動の影響による森林の荒廃、 伐採などで生育環境が

失われるこ と が危惧さ れる。

特記事項

　 2 0 2 3 年度および2 0 2 4 年度の調査において本種は確認さ れなかっ た。

比較的良好な環境が維持さ れているアカ マツ林やク ロマツ 林、 スギ林を

詳細に調査するこ と で生育を確認でき る可能性がある。

（ 執筆者： 中西　 稔・ 竹下　 俊治）
●参考文献

Ohmura , Y . (2 0 0 1 ) Ta x onom ic  stud y  o f th e  g enus U sn e a  (lic hen ized  Ascomy ce te s) in  J a p a n  a nd  Ta iw a n . The  J ou rna l o f th e  H a tto r i Bo ta n ic a l La bo ra to ry , 
9 0 :1 -9 6 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ フ ク レサルオガセ
チャ シブゴケ目・ ウメ ノ キゴケ科

Usn ea  b ism o ll iu scu la  Zah lb r.

絶滅危惧Ⅱ類
（ Ｖ U ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内では隠岐（ 島後） で確認さ れているのみであり 、 生育箇所が限ら

れている。 里山環境の荒廃にと も ない、近年、全国的に減少傾向にある。

概　 　 要

　 低地の比較的湿潤で明る い森林の樹皮に着生する 葉状の大型地衣類。

地衣体背面は乾いていると き は灰緑色、 濡れていると き は濃緑色。 腹面

は褐色で偽盃点をも つ。 裂片の縁に沿っ て生じ る黄色の粉芽が黄金色に

見えるこ と が和名の由来と なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 本種はK a sh iw a da n i（ 1 9 8 5 ） に よ り 隠岐（ 島後） で 報告さ れ、

2 0 2 3 年度の調査でも 隠岐（ 島後） で生育が確認さ れている。 県内の他

地域でも 同様の環境に生育し ている可能性がある が、 2 0 2 4 年度の県中

部および南西部の調査では確認さ れなかっ た。

存続を脅かす原因

　 本種は低地の樹木の樹幹に着生する こ と から 伐採など人為的な影響を

受けやすく 、 また、 生育地近辺の開発による乾燥化など生育環境の変化

が本種の存続を脅かす要因と なり 得る 。

（ 執筆者： 竹下　 俊治）
●参考文献

K a sh iw a d a n i, H . (1 9 8 5 ) L ic hens  o f Dog o  is la nd , th e  Ok i Is la nd s. M emo irs o f th e  N a tion a l Sc ie nce  Museu m , 1 8 : 9 5 -1 0 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 竹下俊治

準絶滅危惧（ N T ）

キンブチゴケ
ツメ ゴケ目・ カ ブト ゴケ科

Pseu d o cyp h e l la ria  au ra ta  （ Ach .)  Va in .

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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